






















行為をさせるといった「スル表現」がしばしば観察される。（1-5 は池上 2006 に
拠る）
（１）Spring has come. （春が来た）
（２）I see several stars. （私は星を見る）
「ナル表現」をめぐる認知言語学的研究 
（39）
（３）What brings you here? （何があなたをここに運んだのですか？）
（４） This medicine will make you feel better.（この薬があなたを気分良くす
るでしょう）










































































































































（２） 英：Spring has come. / Spring is here.
（２）’ 日：春になった。
（２）” 土：Bahar 　　　ol-du. 












































































































































































































































――――（2008）『「する」と「なる」の言語学』を振り返って （特集 = 日本語文法の現在） 
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